
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





は じ め に 

 

現在、国も地方自治体も大きな転換期を迎え、「改革」という言葉抜きでは語れない時代に

なっています｡「少子高齢化」「人口減少」「高齢者福祉」などの課題に直面する自治体は、限

られた財源と資源をいかに活用し、どのように住民サービスの向上を図るか、その手腕が問

われています｡ 

本市におきましても、昨年 4 月には中核市となり、本年は、市制施行 120 周年を迎えまし

た。平成 17 年からすすめている「久留米市新行政改革行動計画」も５年目の節目にあたり、

さらに徹底した効率化、合理化に取り組み、行財政改革に鋭意努力しているところです｡ 

しかしながら、市民の皆さんの「安心で、活力にあふれる生活」の実現のためには、行政

だけではなく、「市民と行政の協働によるまちづくり」が不可欠です。そのためにも、市民の

皆さんと行政の相互理解、信頼をより強固なものとし、共に汗を流し、共に行動しながらま

ちづくりをすすめていくことが大切であると考えています。 

この「市民意識調査」は、市民の皆さんの意識や意向を、統計的、科学的に把握し、その

重要性や緊急性、対策・施策の必要性を明らかにし、的確に市政運営に反映させるための、

非常に重要な調査で、昭和 52 年から実施しています。今回は、「行政施策」「教育」「市民活

動」「環境」などについて調査を実施しました｡この調査結果は、それぞれの具体的な計画や

施策の検討の基礎資料として、活用させていただきます｡ 

この冊子は、単純集計したデータを「速報版」としてまとめたものです。来年３月には調

査報告書を作成し、公開する予定です。 

最後になりましたが、今回の調査にご協力いただきました市民の皆様をはじめ、関係者の

方々に厚くお礼申し上げます。 

 

  平成 21 年 10 月 

                         久留米市長  江 藤 守 國 
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Ⅰ 調査のあらまし 

◆調査の結果は、いろいろな事業の計画づくり等に活用します◆ 

（１）目 的     

市民意識調査は、今後の市政運営の基礎資料を得るために毎年実施しているものです。 

今回の意識調査は、主に①行政施策 ②教育 ③中心市街地 ④市民活動 ⑤環境 という

５つのテーマについて実施しました。 

①行政施策 

「久留米市新総合計画」で指標とする項目など 33 項目を調査しています｡「重要度」と「満

足度」の調査で、より科学的に市民の皆さんの意識、意向を把握できるように努めています。 

②教育 

いまの子どもたちをとりまく環境についてお聞きするとともに、今後の教育行政に期待す

ることなどを把握し、第 2 次教育改革プランの策定の基礎資料として活用します。 

③中心市街地 

中心市街地への来街頻度とその交通手段の状況を把握するとともに、中心市街地を走るバ

スのニーズについて要望を伺い、今後、市街地の活性化に反映させるよう努めます。 

④市民活動 

市民の皆さんの、これまでの市民活動への参加状況をお聞きするとともに、これからの関

わり方についての意識や意向を把握し、市民活動振興条例の策定の基礎資料として活用しま

す。 

⑤環境 

 「環境」に対する市民の皆さんの認知度や取り組み、今後の要望などを伺い、次期環境基本

計画策定などの基礎資料とします。 

 

（２）調査方法     

 

○ 調 査 地 域          久留米市全域 

○ 調 査 対 象 者          久留米市に在住する満 20 歳以上の人 

○ サ ン プ ル 数          2,000 

○ 抽 出 方 法          住民基本台帳からの二段無作為抽出法 

○ 実 査 方 法          調査票を郵送し、回収は調査員が行う郵送法併用の留置法 
           （調査票は封筒に封入したものを回収） 

○ 実 査 期 間          平成 21 年７月 22 日～７月 30 日 

○ 回 収 数 （ 率 ）          1,796 票（89.8%） 

○ 調査の企画と実施  企画 久留米市企画財政部 広報広聴課 

           実施 西日本新聞社 営業戦略室 
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（３）地域別サンプル構成    

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
本調査結果について 

  
◎比率は百分率（％）で、小数点以下第２

位を四捨五入しています。このため、合計

の比率が 0.1～0.3％程度増減することが

あります。 

◎２つ以上の回答（複数回答）を求めたも

のについては、比率の合計は 100％を超

えます。 

  

  

  

  

  

  

  
◎数表、図表に示すＮとは、比率を算出す

る上での基数（標本数）のことです。 

◎本速報版は、調査結果の一部を簡潔に整

理して、その概要をお知らせするもので

す。すべての質問についての詳細な分析や

考察、使用した調査票などは、後日刊行す

る本報告書に掲載します。 

  

  

  

  

  

  

校区 配布数
有効

回収数
有効

回収率
配布数

有効
回収数

有効
回収率

山 川 40        37      92.5% 290 261 90.0%
山 本 20        19      95.0% 310 270 87.1%
草 野 20        18      90.0% 250 227 90.8%
善 導 寺 50        44      88.0% 200 178 89.0%
大 橋 10        9        90.0% 260 239 91.9%
船 越 10        10      100.0% 330 290 87.9%
水 分 20        17      85.0% 170 154 90.6%
柴 刈 20        16      80.0% 190 177 93.2%
川 会 20        19      95.0% 2,000 1,796 89.8%

竹 野 20        17      85.0%

水 縄 20        19      95.0%

田 主 丸 40        36      90.0%

小 森 野 30        25      83.3% 1,530 1,375 89.9%
合 川 90        86      95.6% 470 421 89.6%
宮 ノ 陣 60        49      81.7% 旧 田 主 丸 町 150 134 89.3%

北 野 60        53      88.3% 旧 北 野 町 130 110 84.6%

弓 削 20        18      90.0% 旧 城 島 町 80 74 92.5%

大 城 30        22      73.3% 旧 三 潴 町 110 103 93.6%

金 島 20        17      85.0% 2,000 1,796 89.8%
西 国 分 110       104     94.5%
東 国 分 80        70      87.5%

御 井 60        53      88.3%

上 津 100       91      91.0%
高 良 内 70        61      87.1%
青 峰 30        26      86.7%
荘 島 30        28      93.3%
日 吉 40        34      85.0%

篠 山 40        37      92.5%

京 町 40        37      92.5%
南 薫 70        67      95.7%
長 門 石 40        36      90.0%
鳥 飼 60        53      88.3%

金 丸 80        64      80.0%

南 110       99      90.0%

津 福 80        74      92.5%

荒 木 80        74      92.5%
大 善 寺 50        43      86.0%
安 武 40        37      92.5%
城 島 30        28      93.3%
下 田 10        10      100.0%
青木・浮島 20        19      95.0%
江 上 20        17      85.0%
犬 塚 40        39      97.5%
三 潴 40        35      87.5%
西 牟 田 30        29      96.7%

2,000 1,796 89.8%

北部Ｂ
（旧北野町）

西部Ｂ
（旧三潴町）

配布数
有効

回収率
有効

回収数

旧 久 留 米 市
旧 ４ 町

東部Ａ
（旧久留米市）

東部Ｂ
（旧田主丸町）

北部Ａ
（旧久留米市）

部

中 央 東 部

南 東 部

中 央 部

北 部
中 央 東 部

ブロック

中 央 南 部

東
 
 
部

北
 
 
部

南 東 部

合 計

合 計

西
　
　
部

西部Ａ
（旧城島町）

合 計

ブロック別

旧市町別

中 央 部
中 央 南 部
南 西 部
西 部

東 部

南 西
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Ⅱ 主な調査結果 

１．行政施策 

（１）施策の重要度・満足度 

◆重要度得点が最も高いのは「消防・救急救命対策」で昨年と同様です。 
 

問１  久留米市では、市民のニーズを的確に把握し政策へと反映させるまちづくりを進めています。そ

こで、次の（１）～（33）の市の取り組みについておたずねします。 

（Ａ）あなたは、この取り組みがどの程度重要だと思いますか。 

（Ｂ）あなたは、この取り組みにどの程度満足していますか。 

それぞれについて、あてはまるものを１つずつ選び、番号に○印をつけてください。 

 

  ■重要度・満足度の得点化の手順■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※例えば、仮に全員が「２．やや重要」を選んだ場合、その施策の重要度得点は４点となります。 

 

               ■重要度が高い 10 の取り組み■ 

 

 

 

 

33 項目の行政施

策に対する評価

を得点化し、分析

を行っています。

重  要  度 得　点 満 足 度

１．重　要 → ６点 １．満　足 →

２．やや重要 → ４点 ２．やや満足 →

３．あまり重要でない → ２点 ３．やや不満 →

４．重要でない → ０点 ４．不　満 →

５．わからない 欠損値 ５．わからない
   （無回答） （得点計算

の対象外）
   （無回答） （

→ →

得　点

６点

４点

２点

０点

欠損値
得点計算

の対象外）

重要度
（満足度）

得　点

（選択肢１）×６＋（選択肢２）×４＋（選択肢３）×２＋（選択肢４）×０
（選択肢１～選択肢４の回答者数）

＝

項目
番号

項　　目
昨年
順位

(6) 消防・救急救命対策 1位

(20) 地域医療体制の充実 2位

(5) 防災対策 4位

(7) 防犯対策 3位

(4) 生活排水処理の整備 5位

(22) 高齢者福祉の充実 7位

(27) 労働・雇用対策 8位

(9) ごみ処理対策 6位

(2) 生活道路や側溝の整備 9位

(17) 子育て支援体制の充実 10位

重要度では「消防・救急

救命対策」が第 1 位で昨

年度と同様。 

以下「地域医療体制の充

実」、「防災対策」、「防犯

対策」と、『市民生活の安

全・安心』にかかわる取

り組みが昨年同様に上位

にあがっています。 

（全体平均 4.81） 

5.64

5.59

5.45

5.44

5.39

5.35

5.34

5.28

5.27

5.23

3 4 5 6（得点）
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              ■満足度が高い 10 の取り組み■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       ■満足度が低い 10 の取り組み■ 

 

満足度が低い取り組

み第 1 位は「労働・雇

用対策」で、第 2 位は

「商工業振興対策」と

なっています。 

（全体平均 2.90） 

（全体平均 2.90） 

項目
番号

項　　目
昨年
順位

(1) 四季のイベントの振興 1位

(6) 消防・救急救命対策 2位

(20) 地域医療体制の充実 5位

(9) ごみ処理対策 6位

(5) 防災対策 4位

(19) 健康づくり対策 9位

(15) 文化芸術活動の振興 7位

(4) 生活排水処理の整備 3位

(8) 環境美化対策 8位

(14)
市民自らが進める
まちづくり活動の振興

10位

3.89

3.77

3.50

3.39

3.33

3.31

3.31

3.29

3.22

3.21

1 2 3 4
（得点）

重要度上位３位の「消

防・救急救命対策」、「地

域 医 療 体 制 の 充 実 」、

「防災対策」では、満足

度も高くなっています。

項目
番号

項　　目
昨年
順位

(27) 労働・雇用対策 1位

(24) 商工業振興対策 3位

(26) 農業振興対策 2位

(25) 企業の育成・誘致 4位

(11) バリアフリー化対策 5位

(18) 青少年健全育成 7位

(22) 高齢者福祉の充実 6位

(33)
市民サービスの向上や
効率的な行財政改革

8位

(32)
市民と行政の協働による
まちづくりの推進

9位

(17) 子育て支援体制の充実 10位

1.72

1.97

2.18

2.33

2.47

2.51

2.53

2.53

2.55

2.64

1 2 3 4
（得点）
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（２）重要度・満足度の前年比較 

◆満足度トップ３は、「四季のイベントの振興」、「消防・救急救命対策」、 

「地域医療体制の充実」となっています。 
 

■行政施策の重要度・満足度■ 

 重　要　度 満　足　度
重要
度

得点
順位

H20
得点

H20
順位

項目
満足
度

得点
順位

H20
得点

H20
順位

4.44 25 4.31 25 （1）四季のイベントの振興 3.89 1 3.76 1

5.27 9 5.20 9 （2）生活道路や側溝の整備 2.66 23 2.69 22

4.88 17 4.76 18 （3）水辺空間の整備 3.13 13 3.10 11

5.39 5 5.39 5 （4）生活排水処理の整備 3.29 8 3.33 3

5.45 3 5.41 4 （5）防災対策 3.33 5 3.30 4

5.64 1 5.63 1 （6）消防・救急救命対策 3.77 2 3.69 2

5.44 4 5.44 3 （7）防犯対策 2.75 22 2.66 23

4.92 16 4.90 16 （8）環境美化対策 3.22 9 3.15 8

5.28 8 5.33 6 （9）ごみ処理対策 3.39 4 3.22 6

4.51 24 4.40 24 （10）公園や広場の整備・充実 3.01 15 2.99 13

4.98 15 4.84 17 （11）バリアフリー化対策 2.47 29 2.40 29

4.59 21 4.54 20 （12）基本的人権確立施策の充実 3.17 11 3.07 12

4.11 29 4.04 28 （13）男女共同参画社会づくり施策の充実 3.05 14 2.98 14

4.17 27 4.06 26 （14）市民自らが進めるまちづくり活動の振興 3.21 10 3.12 10

3.90 31 3.81 31 （15）文化芸術活動の振興 3.31 7 3.18 7

4.12 28 4.00 29 （16）スポーツ・レクリエーション推進体制の充実 3.14 12 2.97 15

5.23 10 5.19 10 （17）子育て支援体制の充実 2.64 24 2.61 24

5.17 11 5.09 12 （18）青少年健全育成 2.51 28 2.46 27

5.04 14 4.96 14 （19）健康づくり対策 3.31 6 3.14 9

5.59 2 5.49 2 （20）地域医療体制の充実 3.50 3 3.26 5

5.07 13 5.00 13 （21）障害者福祉の充実 2.88 19 2.70 21

5.35 6 5.26 7 （22）高齢者福祉の充実 2.53 27 2.41 28

4.43 26 4.06 27 （23）広域幹線道路の整備 2.81 20 2.85 19

4.72 20 4.48 22 （24）商工業振興対策 1.97 32 2.02 31

4.52 23 4.45 23 （25）企業の育成・誘致 2.33 30 2.33 30

5.10 12 5.18 11 （26）農業振興対策 2.18 31 1.93 32

5.34 7 5.21 8 （27）労働・雇用対策 1.72 33 1.80 33

4.09 30 3.89 30 （28）大学や研究機関の整備 2.92 16 2.89 17

3.80 33 3.53 33 （29）観光・コンベンションの振興 2.77 21 2.79 20

4.77 19 4.68 19 （30）公共交通網の整備 2.89 17 2.89 18

3.80 32 3.66 32 （31）高度情報都市づくり 2.88 18 2.90 16

4.58 22 4.51 21 （32）市民と行政の協働によるまちづくりの推進 2.55 25 2.57 25

4.87 18 4.93 15 （33）市民サービスの向上や効率的な行財政改革 2.53 26 2.53 26

4.81 4.72 【全体平均】 2.90 2.84

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※    は、重要度、満足度の上位３位 

－ 6 － 



Ⅱ－１ 行政施策 

 

（３）特に力を入れて欲しいこと 

◆「地域医療体制の充実」、「労働・雇用対策」、「高齢者福祉の充実」を

求める声が特に多くなっています。 
 

 
問２ 問１で聞いた（１）～（33）の行政施策の中で、「特に力を入れて欲しいもの」を３つまで（１つ

でも２つでもよいです）選び、その項目の番号を下の    内に記入してください。 

 

 

■特に力を入れて欲しい行政施策■ 

 昨年
順位

（20）地域医療体制の充実 2位

（27）労働・雇用対策 3位

（22）高齢者福祉の充実 1位

（17）子育て支援体制の充実 5位

（7）防犯対策 4位

（2）生活道路や側溝の整備 7位

（23）広域幹線道路の整備 11位

（6）消防・救急救命対策 10位

（18）青少年健全育成 8位

（26）農業振興対策 6位

（24）商工業振興対策 16位

（4）生活排水処理の整備 12位

（5）防災対策 18位

（9）ごみ処理対策 9位

（30）公共交通網の整備 15位

（33）市民サービスの向上や効率的な行財政改革 14位

（19）健康づくり対策 13位

（10）公園や広場の整備・充実 17位

（21）障害者福祉の充実 19位

（11）バリアフリー化対策 20位

（16）スポーツ・レクリエーション推進体制の充実 21位

（25）企業の育成・誘致 22位

（1）四季のイベントの振興 23位

（3）水辺空間の整備 24位

（32）市民と行政の協働によるまちづくりの推進 26位

（8）環境美化対策 25位

（12）基本的人権確立施策の充実 28位

（29）観光・コンベンションの振興 30位

（14）市民自らが進めるまちづくり活動の振興 29位

（15）文化芸術活動の振興 27位

（28）大学や研究機関の整備 31位

（31）高度情報都市づくり 33位

（13）男女共同参画社会づくり施策の充実 32位

 
23.3

 
23.1

 22.4

20.6 
17.3

 
15.4

 10.7

 10.1

9.2 
8.6

 
8.3

 8.2

7.2 
7.2

 
6.8

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

6.6

6.5

5.5

5.3

4.5

4.3

3.9

3.2

3.1

2.7

2.2

2.2

2.2

1.8

1.6

1.3

0.7

0.6

0 10 20 30

(％)

「農業振興対策」が昨

年の６位から10位に

下降しています。 

「商工業振興対策」が

昨年の 16 位から 11

位に上昇しています。

「ごみ処理対策」が昨

年の９位から14位に

下降しています。 

昨年１位の「高齢者福

祉の充実」は、今年は

３位となっています。

（回答は３つまで）
Ｎ＝1,796

－ 7 － 
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－ 8 － 

２．教育 ２．教育 

（１）子どもをとりまく環境の問題点 （１）子どもをとりまく環境の問題点 

◆「大人のモラル低下」、「携帯電話やインターネットの悪影響」をあげ

る人が半数をこえています。 
 

問３ いまの子どもたちをとりまく環境で、問題になっていると思うのはどのようなことですか。次の

中からあてはまるものをいくつでも選び、番号に○印をつけてください。 

（ここで「子ども」とは、小・中学生をイメージしてお答えください。） 
 

    （上位 7 項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもたちに欠けているもの 

◆「忍耐強さ」、「金銭や物を大切にする心」、「公共心」をあげる人が半

数をこえています。 
 

問４ あなたは、いまの子どもたちに欠けているものは何だと思いますか。次の中からあてはまるもの

を いくつでも 選び、番号に○印をつけてください。 

大人のモラルが低下している

携帯電話やインターネットが悪い影響を与えている

周囲の大人が地域ぐるみで子育てに
かかわる機会が少なくなっている

子どもの遊び場としての自然が少なくなっている

子ども同士で遊ぶことが少なくなっている

テレビやゲームが悪い影響を与えている

親が子育てやしつけに自信を失っている

61.9

52.4

44.7

44.4

40.4

39.9

37.5

0 10 20 30 40 50 60 70
（％）

（複数回答）
Ｎ＝1,796

 

    （上位 7 項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忍耐強さ

金銭や物を大切にする心

規則を守り、人に迷惑をかけない公共心

いのちを大切にする心

礼儀正しさ

思いやり

協調性

62.6

57.1

55.2

47.8

44.0

39.5

35.8

0 10 20 30 40 50 60 70
（％）

（複数回答）
Ｎ＝1,796



Ⅱ－２ 教育 

 

（３）小・中学校において、今後特に力を入れてほしいもの 

◆「基本的な社会ルール」、「生命や人権を尊重する心」の教育は小・中

学校ともに上位。そのほか小学校は「日常生活に必要な基礎知識」、中

学校は「健康や身体・性の理解」が多くなっています。 
 

問５ 久留米市の小・中学校において、今後特に力を入れてほしいと思われるものはどれですか。（Ａ）

小学校・（Ｂ）中学校のそれぞれについて、次の中からあてはまるものを ３つまで 選び、番号

に○印をつけてください。 

 

 

 53.7

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な社会のルールを身につける教育

生命や人権を尊重する心の教育

日常生活に必要な基礎知識を
確実に身につける教育

基礎的な体力づくり

読書や本の読み聞かせ

食習慣や食に関する知識を
身につける教育

携帯電話やインターネットなどの
適切な使い方

ボランティア活動など社会奉仕の
精神を養う教育

健康や身体・性への適切な理解を図る教育

英語を重視した国際化に対応できる教育

理科や算数などの科学教育

地域の歴史や文化への
興味や理解を深める教育

職場訪問など働くことへの
理解や意欲を養う教育

将来の進学のことを重視した教育

その他

45.3

53.2

47.4

41.9

25.8

34.9

10.3

22.8

2.4

18.4

6.5

11.1

23.7

10.9

26.1

8.5

7.8

7.2

6.0

4.1

2.3

0.8

27.3

14.6

5.7

7.7

23.8

14.4

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

「基礎的な体力づくり」、

「読書や本の読み聞か

せ」は、小学生で高くな

っています。 

「社会奉仕の精神を養う

教育」、「携帯電話やイン

ターネットなどの適切な

使い方」は、中学生で高

くなっています。 

小学校で今後特に力を
入れてほしいもの

中学校で今後特に力を
入れてほしいもの

（３つまで）
Ｎ＝1,796

「働くことへの理解や意

欲を養う教育」も、中学

生で高くなっています。

－ 9 － 
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（４）教育行政に期待すること 

◆「教職員の資質や指導力向上」、「わかりやすい授業づくり」が期待さ

れています。 
 
問６ あなたは、本市の教育行政に関してどのようなことを期待しますか。次の中から特に期待するものを 

いくつでも 選び、番号に○印をつけてください。 
 

    （上位 7 項目） 

教職員の資質や指導力向上のための
研修を充実する

学力向上のためにわかりやすい
授業づくりを推進する

自然体験、社会体験の活動を推進する

一人ひとりの能力や理解度に応じた
教育内容を充実する

高齢者向け保健福祉施設や保育園などと
連携した世代間交流を推進

学校で子どもたちの相談を受ける
カウンセラーを充実する

身体障害や発達障害など、
障害のある子どもたちへの教育を充実する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）「発達障害」の認知度 

◆「発達障害」の内容を知っている割合は 44.9％。 
 
問７ あなたは、「発達障害」という言葉を知っていましたか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.2

40.1

37.8

32.8

30.2

28.3

27.6

0 10 20 30 40 50
（％）

（複数回答
Ｎ＝1,796

）

今回調査
N=1,796

H18年調査
N=2,483

44.9 39.3

33.725.8 38.0

11.0 4.8

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

内容を知っていた 聞いたことはあるが、
内容は知らない

知らなかった 無回答

平成 18 年度調査に

比べて、認知度が上

昇しています。 

「発達障害」とは････ 

自閉症や学習障害、注意欠陥多動性障害などのことで、先天性の脳の機能障害が

原因といわれています。 

現在、発達障害などで特別な教育的支援を必要とする児童生徒は、通常の学級に

約６パーセントの割合で在籍している可能性があるといわれています。 

－ 10 － 



Ⅱ－３ 中心市街地の活性化 

 

－ 11 － 

３．中心市街地の活性化 

●中心市街地付近地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「中心市街地」の来訪頻度 

◆中心市街地に『月１回以上』出かける人は約５割。 
 
問９ あなたは、どれくらいの頻度で「中心市街地」に来ることがありますか。（あてはまる番号に１

つだけ○印） 

ＪＲ久留米駅 

市庁舎

筑後川 

久留米
大学病院

聖マリア
病院

青木繁
生家 

石橋文化
センター

西鉄 
久留米駅

■全体、年齢別にみた「中心市街地」の来訪頻度■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六角堂
広場

西鉄 
花畑駅

平成 23 年 春 
新幹線開通予定 

➊

➋

➌

➍

➎➏

現在、西鉄久留米から図の➊～➏の間で、

100 円バスが運行されています。 
 
➊六ツ門    ➍中央市場前 

➋櫛原町    ➎諏訪野町五丁目 

➌文化センター ➏六軒屋 

ここでは、久留米市の【西鉄久留米

駅】、【ＪＲ久留米駅】の 2 つの駅を

囲む区域を「中心市街地」としています。

全体
N=1,796

20歳代
n=262

30歳代
n=342

40歳代
n=297

50歳代
n=358

60歳代
n=347

70歳以上
n=190

7.3 8.9

15.3

8.8

10.1

4.6

28.7

18.7

28.4

35.4

26.8

37.2

21.1

13.6

12.2

13.2

9.1

15.4

12.7

21.66.8

8.1

8.1

6.1

7.6

6.9

3.2

10.3

15.2

11.2

17.5

21.0

15.9

14.1

19.5

24.9

24.8

26.3

21.5

27.9

22.5

26.3 1.6

0.9

0.3

0.3

0.6

1.1

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

この区域に
住んでいる

ほぼ毎日
出かける

よく出かける
（週１回
程度）

ときどき
出かける
（月１回
程度）

たまに出かけ
ることがある
（年数回
程度）

めったに
行かない
（行ったこ
とがない）

無回答

年
齢
別
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問９で「この区域に住んでいる」『出かける（ことがある）』と答えた人に 

 

 

※問９で「１．この区域に住んでいる」と答えた方は、中心市街地での移動の時に使う交通手

段を選んでください。 

付問 「中心市街地」に来る主な交通手段は何ですか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 
 

 

 

自家用車

バス

自転車・バイク

徒歩

西鉄電車

タクシー

ＪＲ

その他

69.2

23.4

17.9

12.9

12.6

6.1

1.5

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

（複数回答）
ｎ＝1,539

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎中心市街地の活性化、観光の振興、新幹線久留米駅の開業効果を高めるなどの施策とし

て考えられる 100 円バス区間の延長についておたずねします。 
 

（２）100 円バスの運行について 

◆税金の補助をしても『運行すべき』という意見が約半数。 
 

問 10 あなたは、100 円バスの区間を延長すると、特にどのような利点があると思いますか。次の中か

らあてはまるものを いくつでも 選び、番号に○印をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車を運転しない高齢者などの
移動手段として役に立つ

中心市街地の移動手段として便利になる

通勤・通学など日常的な利用が増えると思う

マイカーの排気ガスの減少など
環境負荷の軽減が期待できる

中心市街地の交通渋滞を緩和する効果がある

観光客が中心市街地を巡るときに
利用しやすくなる

その他

特に有効だとは思わない

77.1

51.7

32.0

31.9

26.1

25.8

1.5

8.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）

中心市街地に来る主

な交通手段は「自家用

車」が特に多くなって

います。 

「高齢者などの移動手

段として役に立つ」が特

に多くなっています。

（複数回答）
Ｎ＝1,796

－ 12 － 



Ⅱ－３ 中心市街地の活性化 

 

 
問 11 中心市街地を走るバスについて、どのような 100 円バス区間の延長（ルート）が、あったらいいと

思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

西鉄久留米駅～
ＪＲ久留米駅間を
循環するルート

34.9%

中心部付近にある
大きな病院を

行き来するルート
34.9%

石橋文化センター
などの文化施設や

観光名所を巡るルート
12.6%

100円バス区間を
延長する必要はない

10.7%

無回答
2.8%

その他
4.1%

Ｎ＝1,796

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 中心市街地の 100 円バス区間が延長された場合、あなたは利用したいと思いますか。（あてはまる番

号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 100 円バス区間の延長を行う場合には、バスを運行する事業者に対して、市が税金で補助を行うこと

が想定されますが、あなたは、このことについて次の〔Ａ〕、〔Ｂ〕どちらの意見に近いですか。（あ

てはまる番号に１つだけ○印） 

「内容次第で利用し

たい」、「あまり利用

することはない」がと

もに４割強と意見が

分かれています。 

あまり利用する
ことはないと思う

44.7%

無回答
0.9%

延長された区間の
内容次第で

利用したいと思う
43.8%

今後も同じように
利用すると思う

4.9%

現在利用しており、
今後は利用する

機会が増えると思う
5.8%

Ｎ＝1,796

「西鉄久留米駅～JR久

留米駅間を循環する」、

「大きな病院を行き来

する」ルートが多くなっ

ています。 

 

 
Ａの考え方 Ｂの考え方

中心市街地活性化のた
めには、100円バスは運

行すべきだと思う

税金による補助が必要
なら運行すべきとは思わ

ない
17.9 31.5 24.0 23.1 3.6

0% 25% 50% 75% 100%

Aに近い やや
Aに近い

やや
Bに近い

Bに近い 無回答
Ｎ＝1,796

 

 

 

－ 13 － 
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－ 14 － 

４．市民活動 ４．市民活動 
  

近年、社会のさまざまな課題に対して、市民が主体となって自主的に解決していこうとする活動

が活発になっています。これらの活動には、ボランティア活動、ＮＰＯ（民間非営利組織）活動、

自治会・校区コミュニティ活動などがあります。 

近年、社会のさまざまな課題に対して、市民が主体となって自主的に解決していこうとする活動

が活発になっています。これらの活動には、ボランティア活動、ＮＰＯ（民間非営利組織）活動、

自治会・校区コミュニティ活動などがあります。 
  
◎まず、上記の活動のうちボランティア活動（個人を中心とした活動）やＮＰＯ活動（組織体と

しての活動）についてお答えください。 

◎まず、上記の活動のうちボランティア活動（個人を中心とした活動）やＮＰＯ活動（組織体と

しての活動）についてお答えください。 

（１）ボランティア活動やＮＰＯ活動の参加経験 （１）ボランティア活動やＮＰＯ活動の参加経験 

◆活動したことがある人は３割弱。 
 

問 14 次にあげるボランティア活動やＮＰＯ活動のうち、この１年間であなたが参加したものはありま

すか。あてはまるものをいくつでも 選び、番号に○印をつけてください。 

 

環境の保全を図る活動

子どもの健全育成活動

まちづくりの推進を図る活動

地域安全活動

高齢者や障害者の支援など福祉に関する活動

学術、文化、芸術またはスポーツの振興を図る活動

人権擁護、平和推進、男女共同参画社会づくりに
関する活動

保健、医療に関する活動

災害救援活動

社会教育の推進を図る活動

国際協力・交流活動

その他

特にない

8.6

8.1

6.5

6.3

6.2

5.1

2.2

2.1

1.8

1.5

1.1

1.2

68.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）

（複数回答）
Ｎ＝1,796

何らかの活動をした人
504人（28.1％）

「特にない」が最

も多く 68.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ－４ 市民活動 

 

問 14 で『何らかの活動をした』人に 
 

 

 付問１ あなたがその活動に参加したきっかけはどのようなものですか。次の中からあてはまるもの

を いくつでも 選び番号に○印をつけてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ボランティア活動やＮＰＯ活動が活発になるために行政が取り組むべきこと 

◆「活動に必要な情報提供」、「広報・ＰＲ支援」が求められている。 
 

問 15 今後、ボランティア活動やＮＰＯ活動が一層活発になるためには、行政はどのようなことを重点

的に取り組むべきだと思いますか。次の中から ３つまで 選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人に頼まれたから、または
順番がまわってきたから

自分や家族の生活に関わりがあり、
その活動に興味をもった

仕事で関わりがあり、その
活動に興味をもった

友人に誘われた

イベントや講座に参加したから

市の広報やチラシなどで知ったから

家族に誘われた

新聞・テレビ・インターネット
などで知ったから

その他

35.1

33.9

17.3

14.7

11.7

8.5

4.2

2.8

7.5

0 10 20 30 40 （％）

（複数回答）
ｎ＝504

活動に必要な情報を提供する

活動する市民や団体の紹介など、
広報・ＰＲ活動を支援する

活動に必要な資金を助成する

活動に関する相談窓口を充実する

ボランティア養成講座や研修会などを充実する

リーダーとなる人材を養成する

活動にかかわる人たちの交流の場を充実する

市民や企業に対し活動に参加するように啓発する

活動に必要な機材や施設などを整備・充実する

就業時間の短縮やボランティア休暇制度の
設置など、社会的環境の整備を進める

活動中の事故に対する保険を充実させる

活動の先進事例を収集するなど
調査研究を充実する

その他

特にない

28.3

24.9

22.7

20.5

19.4

19.3

15.3

14.7

14.0

12.7

10.9

2.5

1.1

15.3

0 10 20 30 40 （％）

（３つまで）
Ｎ＝1,796

－ 15 － 
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◎ここからはボランティア活動やＮＰＯ活動に加えて、自治会活動など地域で行われる活動（運

動会、清掃活動など）も含めてお答えください。 

（３）地域で行われる活動（ボランティア・ＮＰＯ・自治会活動等）の参加経験 

◆月１回以上活動している人は約８人に 1 人。 
 

問 16 あなたは、こうした活動にどの程度参加していますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

■全体、年齢別にみた活動への参加経験■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『参加している』人に 

全体
N=1,796

55.6 ％

20歳代
n=262

26.3 ％

30歳代
n=342

48.0 ％

40歳代
n=297

60.6 ％

50歳代
n=358

65.7 ％

60歳代
n=347

66.0 ％

70歳以上
n=190

65.3 ％

参加して
いる割合

31.7

11.5

25.4

35.0

38.8

41.5

34.7

10.2

8.4

11.1

12.8

11.2

9.5

6.8

42.1

72.1

49.4

37.7

33.0

30.3

33.7

1.4

3.2

0.9

1.7

-

1.8

1.5

3.2

0.8

2.0

1.3

-

-

1.1

1.8

1.7

3.7

1.1

2.9

3.5

7.4

7.0

2.7

6.1

7.1

9.8

7.2

8.9 1.1

1.4

1.7

0.7

1.8

1.1

1.3

1.1

3.7

1.4

1.7

2.6

1.5

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

週に
２回
以上

週に
１回
程度

月に
２，３回
程度

月に
１回
程度

年に
数回
程度

年に
１回程度

その他 まったく
参加
しない

無回答

年
齢
別

付問１ こうした活動に参加して、よかった、役に立ったと思いますか。 
 

 

■全体、年齢別にみた活動へ参加したときの満足度■ 

 

全体
n=1,001

20歳代
n=69

30歳代
n=164

40歳代
n=180

50歳代
n=235

60歳代
n=229

70歳以上
n=124

31.0

41.9

34.9

26.0

27.8

26.8

33.3

50.8

55.3

47.2

58.3

51.8

42.0

51.9

16.5

14.9

10.6

17.4

13.0

12.7

6.5

1.7

1.4

3.0

1.7

1.3

2.2

- 0.8

3.1

2.6

1.7

1.8

5.8

2.4

0% 25% 50% 75% 100%

思う やや思う あまり思わない 思わない 無回答

年
齢
別

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 16 － 



Ⅱ－４ 市民活動 

 
 

 付問１で「思う」「やや思う」に回答した人に 

 

 付問２ こうした活動に参加して「よかった、役に立った」と思ったのは、具体的にどのようなこと

ですか。次の中からあてはまるものを いくつでも 選び○印をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問３ あなたはどのような理由で、活動について「よかった、役に立ったと思わない」とお感じに

なりましたか。次の中から主なものをいくつでも選び○印をつけてください。 

付問１で「あまり思わない」「思わない」に回答した人に 

自分の住んでいる地域の人たちと
親しくなることができた

自分の住んでいる地域をよくすることができた

自分自身の勉強になり、楽しみ、やりがいを感じた

共通の意識をもった人たちと知り合うことができた

人に喜ばれた

自分や家族のためにもなった

地域にはあまりとらわれない、広い意味での
社会をよくすることができた

自分の技術、能力、経験、趣味などを
生かすことができた

その他

60.2

57.5

22.7

21.3

18.0

16.0

9.6

8.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

（複数回答）
ｎ＝830

楽しいと思える活動ではなかった

やりがいを感じる活動内容ではなかった

活動の進め方・やり方になじめず、不満があった

個人の希望も聞かずに役割を分担させられた

活動時間が長く、時間的なゆとりがなくなった

活動が体力的に負担が大きく、大変だった

活動する仲間との人間関係でいやな経験をした

活動の目的の説明はあったが、よく理解できなかった

個人的な出費が必要だった

他人のプライバシーに踏み込むような活動に抵抗があった

活動に対する家族、職場、友人などの理解が得られなかった

活動中に、失敗等があり、自分の力不足を感じた

その他

39.5

34.0

19.0

13.6

12.9

9.5

8.2

6.8

4.8

4.8

2.7

2.7

8.8

0 10 20 30 40 （％）

（複数回答）
ｎ＝147
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（４）市民による活動の印象 

◆「ゆとりのある人が行う」、「公益的な」活動という印象が高い。 
 

問 17 市民による活動について、あなたはどのような印象をお持ちですか。次の中からあてはまるもの

を いくつでも 選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）市民による活動への参加意向 

◆「機会があれば参加してもいい」が約３人に２人。 
 

問 18 あなたは今後、市民による活動について、どのように関わっていきたいと思いますか。（あては

まる番号に１つだけ○印） 

親しみやすさを感じる活動が多い

親しみやすさを感じる活動が少ない

活動すれば、生きがい、やりがいを得ることができる

活動しても、生きがい、やりがいを感じることはない

やってみると楽しいことが多い

やってみるとわずらわしいことが多い

社会をよくする公益的な活動だと思う

自分の楽しみのために行う活動だと思う

時間的、経済的にゆとりのある人が行う活動だと思う

誰もが関わるべき活動だと思う

9.5

16.3

23.7

3.7

22.7

7.2

28.8

8.6

29.4

17.0

0 10 20 30 40
（％）

（複数回答）
Ｎ＝1,796

■全体、年齢別にみた市民による活動への参加意向■ 

 

全体
N=1,796

20歳代
n=262

30歳代
n=342

40歳代
n=297

50歳代
n=358

60歳代
n=347

70歳以上
n=190

3.1

2.0

2.7

3.4

3.2

4.7

3.1 65.0

65.3

65.2

69.0

64.3

65.6

58.4 13.7

16.7

17.1

17.2

15.8

19.3

18.4

17.9

10.1

8.4

7.7

10.8

13.0

10.7 4.0

1.5

3.5

4.7

3.4

5.8

5.3

0% 25% 50% 75% 100%

積極的に
参加したい

機会が
あれば
参加して
もいい

できれば
参加した
くない

参加する
ことはない

無回答

年
齢
別
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Ⅱ－４ 市民活動 

 

（6）市民による活動を活発にするには 

◆「興味をもてる活動があれば」が約４割。 
 

問 19 どのようなことがあれば、あなたはこうした活動にもっと活発に参加できると思いますか。次の

中からあてはまるものを いくつでも 選び、番号に○印をつけてください。 

 

 
39.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．環境 

（１）環境に対する考え方 

◆『温暖化防止のため金銭的負担が増えてもやむをえない』が 45.1％。 
 

問 21 環境に対する次の考え方について、あなたは〔Ａ〕、〔Ｂ〕のどちらの意見に近いですか。次の項

目ごとにそれぞれ １つずつ 選び、番号に○印をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａの考え方 Ｂの考え方

（ア）

（イ）

（ウ）
自然環境を守るためには、

地域の活性化が進まなくても
仕方がない

地球温暖化防止のために、
各家庭でも金銭的負担が増

えるのはやむをえない

環境保全や省エネルギーの
ためには、生活がある程度
不便になっても仕方がない

環境の保全や省エネルギー
のために、生活の利便性を

損なう必要はない

地球温暖化防止のために、
各家庭でも金銭的負担が増
えるのは受け入れられない

地域を活性化させるために
は、ある程度自然環境に影

響がでても仕方がない

21.7

9.9

18.1

49.6

35.2

56.2

20.2

34.3

18.4

17.8

3.3

6.0

2.8

2.7

4.0

0% 25% 50% 75% 100%

Aに近い やや
Aに近い

やや
Bに近い

Bに近い 無回答Ｎ＝1,796

興味を持てる活動があれば

ひとりでも気軽に参加できれば

身近なところに活動場所があれば

経済的なゆとりができれば

趣味や特技を生かせる活動があれば

仕事の負担が軽くなれば

身近に活動している人がいれば

活動や団体の情報がいろいろと手に入れば

友人・知人に積極的に誘われれば

子育てや介護の負担が軽くなれば

動に必要な知識や技術を身につける研修などがあれば

その他

参加することはない

28.1

28.1

28.0

27.2

19.6

15.7

14.8

13.4

活

12.9

8.5

1.6

8.4

0 10 20 30 40 （％）

（複数回答）
Ｎ＝1,796
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－ 20 － 

（２）環境に関する言葉の認知度 

◆低炭素社会という言葉の内容を知っていた人の割合は約５人に１人。 
 

問 22 あなたは、次にあげる言葉を知っていましたか。次の項目ごとにそれぞれ １つずつ 選び、番号

に○印をつけてください。 

（ア） 地球温暖化

（イ） 温室効果ガス

（ウ） 低炭素社会

（エ） 再生可能エネルギー

（オ） くるめエコ・パートナー

Ｎ＝1,796

89.0

46.4

19.7

33.4

8.8

39.9

35.1

39.4

0.5

12.8

43.9

26.2

66.4

10.0

23.7 1.1

1.3

0.9

1.1

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

内容を知っていた 聞いたことはあるが、
内容は知らない

知らなかった 無回答

温暖化から地球を守るために･･･「くるめエコ･パートナー」 
 

「くるめエコ・パートナー」とは？ 

省エネ・省資源、ごみ減量・リサイクルなど、みんなで環境にやさしい

活動（エコ活動）に、できることから取り組んでもらうための制度です。

「くるめエコ･パートナー」に登録して、この制度に参加しているお店に

行くと、割引やプレゼントなどいろいろな特典を受けることができます。 

参加資格は？   

久留米市に居住、または通勤・通学している小学生以上の方で、市が定

める「エコ活動」（全１１項目）から３つ以上に取り組める方 

【エコ活動項目の例】 

マイバッグ・風呂敷を活用する、マイはしを活用する、照明をこまめに

消す等 

申し込み方法は？ 

環境部環境政策推進課 TEL0942-30-9146、FAX30-9715 までお問い合わせ

ください。 

お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ－５ 環境 

 

（３）省エネ活動に取り組む意識 

◆リサイクル、分別回収に『取り組んでいる』割合は約９割。 
 

問 23 あなたは今後、次の（ア）～（ク）の省エネ活動にどのように取り組みたいと思いますか。あて

はまるものをそれぞれ １つずつ 選び、番号に○印をつけてください。 
 

 

（ア）
家庭生活の中で、

こまめに節電、節水する

（イ）
値段が安いものよりも、
環境配慮型の商品を

買うようにする

（ウ）
車よりも、徒歩や自転車、

公共交通機関などを
利用するようにする

（エ）
リサイクル、分別回収へ

協力する

（オ）
使い捨てのものや、
過剰な包装のものは

なるべく買わない

（カ）
自動車を運転中は、

エコドライブを
心がける

（キ）
買い物の時に、

レジ袋をもらわない

（ク）
家庭で環境問題について

話し合う

Ｎ＝1,796

25.3

9.2

12.0

52.7

22.9

18.4

23.4

9.5

60.1

39.3

29.0

36.8

33.6

31.1

39.9

37.5

23.1

30.1

34.4

37.9

11.0

26.0

46.2

11.9

7.4

3.3

0.7

0.5

7.0

3.5

5.3

2.6

1.9

0.4

1.6

0.5

1.9

2.1

1.4

1.1

15.5

3.1

8.9

2.6

1.1

7.1

4.3

0.9

0.7

2.3

1.6

0.9

1.6

4.1

0.7

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

少し不便
を感じる
ことがあ
っても、
積極的に
取り組ん
でいる

生活に不
便のない
範囲で
取り組ん
でいる

必要性は
感じるが、
あまり
取り組ん
でいない

便利で快
適な生活
が優先で、
まったく
取り組ん
でいない

取り組む
必要性を
感じて
いない

ふだんの
生活では、
実行する
機会が
ない

無回答
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（４）地球温暖化防止を進めるにあたっての障害 

◆「危機感がないから」が６割弱で最も多い。 
 

問 24 地球温暖化防止を進めるにあたって障害になっているものは何だと思いますか。次のうち特にそ

う思うものに いくつでも ○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地球温暖化防止を進めるために行政が力を入れるべきこと 

◆「気軽に取り組める活動の情報発信」、「学校での環境教育の推進」が

求められています。 
 

問 25 地球温暖化防止を進めるにあたって、行政はどのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

次の中からあてはまるものを いくつでも 選び番号に○印をつけてください。 

地球温暖化への危機感がないから

どのように取り組めばいいのかが
一般に周知されていないから

個人で取り組むような小規模な活動では
効果が小さいと感じるから

環境にやさしい行動をとること自体に
お金がかかることが多いから

環境にやさしい行動をとること自体に
不便を感じるから

法律や税などによって取り組みを義務化し、大規模な
活動を実施しないと効果が小さいと感じるから

参加したいと思っても一緒に取り組む
仲間や地域の取り組みがないから

その他

地球温暖化防止のための取り組みを
行う必要はない

58.6

37.2

33.1

25.8

22.0

20.9

8.0

3.2

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

（複数回答）
Ｎ＝1,796

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりが気軽に取り組める温暖化防止
活動の情報を発信する

学校における環境教育を推進する

地域ごとに行う温暖化防止活動を活発にする

法律や条例などに義務や罰則を定めるなど、
規制を強化する

多くの人が温暖化防止活動を実践するように、
市が出前講座などで呼びかける

環境ボランティアやＮＰＯなどの支援を強化する

温暖化防止活動に一緒に取り組む仲間
（サークルなど）づくりを支援する

その他

わからない

63.1

49.0

24.6

21.4

20.8

13.8

10.5

2.3

7.1

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

（複数回答）
Ｎ＝1,796

－ 22 － 



Ⅱ－７ 基本属性 

 

－ 23 － 

６．基本属性 

（１）携帯電話の利用状況・目的 

◆携帯電話利用率は８割以上。うち携帯でのインターネット利用率は８割弱。 
 

付問１（問 26 で「はい」に回答した人に） 

次にあげるもののうち、あなたがふ

だん携帯電話で行っているものをい

くつでも選んでください。 

問 26 あなたは、この 1 年間に携帯電話を利用

したことがありますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体
N=1,796

20歳代
n=262

30歳代
n=342

40歳代
n=297

50歳代
n=358

60歳代
n=347

70歳以上
n=190

85.6 11.0

17.0

44.250.0

78.4

88.8

92.6

95.6

95.8

4.0

2.0

2.7

7.8

2.3

3.4

3.4

1.5

3.4

4.6

5.8

0% 25% 50% 75% 100%

はい いいえ 無回答

年
齢
別

 

 

（２）インターネットの利用状況・頻度・目的 

◆携帯電話以外でのインターネットの利用率は５割強。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問１（問 27 で「はい」に回答した人に） 

あなたはインターネットをどのよ

うにして利用していますか。（次の中

からあてはまる番号にすべて○印） 

問 27 あなたは、この 1 年間に携帯電話以外で

インターネット（ホームページ閲覧やメ

ールの送受信など）を利用したことがあ

りますか。 

※「携帯電話からのインターネット利用者」 

   「メールの送受信」、「携帯サイトやインター

ネットの閲覧」、「デジタルコンテンツの入手」

のいずれかを行っている割合 

は　い
52.8%

いいえ
43.2%

無回答
4.0%

Ｎ＝1,796

79.9

47.1

5.4

9.7

0 25 50 75 100

自宅のパソコンなどで
利用している

職場や学校のパソコンなどで
利用している

公共施設や民間施設のパソコン
などで利用している

インターネットに接続で
きるゲーム機、テレビ、
携帯情報端末（ＰＤＡ）
などで利用している

（％）

（複数回答）
ｎ＝949

通話

メールの送受信

携帯サイトや
インターネットの閲覧

デジタルコンテンツ
の入手

携帯電話からの
インターネット利用者

97.1

76.5

33.4

7.4

77.6

0 25 50 75 100
（％）

（複数回答）
ｎ＝1,538
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●久留米市のインターネットの利用状況 

 

全 体（Ｎ=1,796）

携帯電話からの
インターネット利用者

【66.3%】

携帯電話以外からの
インターネット利用者

【52.8%】

インターネットをしない
【23.4%】

無回答
【4.3%】

久留米市の
インターネット

利用割合
【72.3%】

（ホームページ閲覧や
メールの送受信など）

携帯電話と携帯電話以外
併用

【46.8%】

携帯電話
以外のみ

【6.0%】

携帯電話
からのみ
【19.5%】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●調査対象者の構成 

 
N=1,796

回収数
（票）

比率
（％）

N=1,796
回収数
（票）

比率
（％）

男　性 829 46.2 農林漁業 44 2.4
女　性 967 53.8 自営業 180 10.0
20歳代 262 14.6 給与所得者（常勤） 669 37.2
30歳代 342 19.0 パート・アルバイト（学生は除く） 268 14.9
40歳代 297 16.5 学生 43 2.4
50歳代 358 19.9 家事に専念している主婦（夫） 224 12.5
60歳代 347 19.3 無職 331 18.4
70歳以上 190 10.6 その他 19 1.1
単　身 146 8.1 無回答 18 1.0
夫婦だけ 337 18.8 5年未満 322 17.9
親・子 925 51.5 5～10年未満 218 12.1
親・子・孫 335 18.7 10～20年未満 340 18.9
その他 38 2.1 20～30年未満 322 17.9
無回答 15 0.8 30～40年未満 285 15.9

40年以上 290 16.1
無回答 19 1.1

持ち家・一戸建て 1,207 67.2

n=1,298
回収数
（票）

比率
（％）

持ち家・集合住宅
（分譲マンション）

77 4.3

未就学児 253 19.5 借家住宅・一戸建て 113 6.3

小学生 256 19.7 賃貸住宅・アパート、マンション 344 19.2

中学生 146 11.2
勤務先給与住宅（公務員
住宅・社宅・寮など）

21 1.2

中学生以下の
同居人はいない

668 51.5 間借り・同居、その他 32 1.8

無回答 120 9.2 無回答 2 0.1

性
別

年
齢

職
業

子
ど
も
の
状
況

（
複
数
回
答

）

居
住
形
態
別

居
住
年
数
別

家
族
構
成

「親・子」、「親・子・孫」、「その他」と
答えた対象者に
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お知らせ 

 関心がある方は、是非一度ご覧ください。 

 

くるめ地域ＳＮＳ・つつじネットアドレス：http://tsutsuji-net.jp/ 

（情報検索サイトで「つつじネット」で検索すればすぐに表示されます。） 

 パソコンからはもちろん、メールが使える携帯電話からも参加することができます。 

 また、地域ＳＮＳの機能を活用し、防災、防犯の情報提供や学校給食の献立配信、広報くるめ

の情報の配信や、石橋美術館の企画展のレポーターなども実施しています。インフルエンザ情報

などもできるだけ早く伝達するように努めています。 

 久留米市では、平成 19 年 12 月よりくるめ地域ＳＮＳ・つつじネットの運用を開始し、イン

ターネットモニター事業をスタートさせました。２、３ヶ月に１回のアンケートに回答するとポ

イントがもらえて、５００ポイント貯まると図書カードなどに交換できます。 

 

インターネットモニター事業のご案内 
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